
資料５ 
生物・生態系研究開発の調査検討について 

 

平成 15 年 12 月 19 日 

（背景） 

○ 環境分野における生物学的・生態学的視点の重要性 

○ 生物多様性条約（1992 年 6 月、リオ･デジャネイロ国連環境開発会議

において採択），新・生物多様性国家戦略（2002 年 3 月、地球環境保

全に関する関係閣僚会議決定）など、生物多様性保全の重要性 

 

（目的） 

生物を利用した環境保全等対策技術研究開発、生物多様性の保全、生

態系管理に係わる研究開発等、環境分野における生物・生態系関連の研

究開発の状況ならびに将来取り組むべき課題、取り組み等について調査

検討を行う。 

 

（ワーキンググループの設置） 

環境研究開発推進プロジェクトチーム第 2回会合（平成 15 年 6 月 24

日）において、「生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループ」

の設置を決定（別紙 1）。 

 

（ワーキンググループ会合の経緯） 

  別紙 3の通り。 

 

（調査検討の状況） 

○ 報告書の目次案を作成しながら取りまとめの方針を検討中。（別紙４） 

○ 生物多様性研究開発のシナリオ案（別紙５）を検討中。 

○ 今後、生態系管理と生物利用の環境保全技術等について、研究の現状

とニーズを調査し、我が国として重点化すべき研究開発事項を明らか

にする予定。 

 

（とりまとめに向けて） 

平成 15 年度内を目途にとりまとめ、結果を環境 PT に報告予定。 

 



 

別紙１ 

 

生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループの設置について 

平成15年6月24日 

環境研究開発推進プロジェクトチーム 

１． 趣旨 

環境研究開発推進プロジェクトチーム（以下、環境PT）では、政府全体としての環境研究

の推進に資するため、関係各省で実施されている環境分野の研究開発の推進、省庁連携

研究の実態等に関する状況について調査・検討を行っている。 

環境研究開発の推進において生物学的および生態学的視点が重要であり、また、１９９

２年の地球サミットに際して「気候変動枠組条約」とともに「生物多様性条約」が採択され、

我が国においても新・生物多様性国家戦略（平成１４年３月２７日、地球環境保全に関する

関係閣僚会議決定）が定められたように、生物多様性の保全は環境分野において重要な

課題である。そこで、環境PTにワーキンググループを設置し、環境分野における生物・生態

系関連の研究開発の状況ならびに将来取り組むべき課題、取り組み方法等について調

査・検討を行う。 

 

２．調査・検討の内容と進め方 

環境分野においては、分野別推進戦略に基づき重点５課題（地球温暖化研究、ゴミゼロ

型・資源循環型技術研究、自然共生型流域圏・都市再生技術研究、化学物質リスク総合管

理技術研究、地球規模水循環変動研究）の研究開発を推進している。 

本調査・検討においては、これら５課題との関連性に留意し、新・生物多様性国家戦略

（平成１４年３月２７日、地球環境保全に関する関係閣僚会議決定）に示された施策の方向

を踏まえ、主として 

（１） 生物を利用した環境保全等対策技術研究開発 

（２） 生物多様性の保全、生態系管理に係る研究開発 

について、研究開発の状況ならびに将来取り組むべき課題、取り組み方法等について調

査・検討を行う。 

このためワーキンググループを設置し調査・検討を行い、平成15年度内を目途にとりまと

め結果を環境PTに報告する。 



 

別紙２ 

生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループ 

構成員 

平成 15 年 7 月 30 日 

（専門委員） 

○日高敏隆   総合地球環境学研究所長 

 

（メンバー） 

岡 三徳  （独）農業環境技術研究所生物環境安全部長 

炭田精造  （財）バイオインダストリー協会常務理事 

中静（浅野）透 総合地球環境学研究所教授 

林 良博  東京大学農学生命科学研究科教授 

藤田光一  国土技術政策総合研究所環境部河川環境室長 

鷲谷いづみ  東京大学農学生命科学研究科教授 

渡辺 信  （独）国立環境研究所生物圏環境研究領域長 

 
（敬称略） 

 
○印は主査 



 

別紙３ 
生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループ検討経過 

 
平成 15 年 12 月 9 日現在 

第１回会合 
平成１５年７月３０日（水） １３：００～１５：００  経済産業省別館１１階１１１５号会議室    
【議事内容】 
（１）総合科学技術会議における環境研究開発の推進について 
（２）生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループについて 
（３）ワーキンググループの進め方について 
（４）国内外の研究開発の状況について 
（５）論点の整理について 
（６）その他 
 
第２回会合 
平成１５年９月１６日（火） １０：００～１２：００ 中央合同庁舎４号館４Ｆ共用第２特別会議室  
【議事内容】 
（１）生物・生態系研究開発の現状について 
（２）今後の取り組みについて 
（３）その他 
 
第３回会合 
平成１５年１０月２３日（木）１７：００～１９：００ 中央合同庁舎４号館７４３会議室  
【議事内容】 
（１）生物・生態系研究の検討範囲について 
（２）生物多様性研究について 
 ・生物多様性の研究戦略について 
 ・研究現場における生物多様性について 
（３）環境分野の重点課題と生物・生態系研究の関連性について 
（４）その他 
 
第４回会合 
平成１５年１１月１１日（火） １５：３０～１７：３０ 中央合同庁舎４号館７４３会議室  
【議事内容】 
（１）生物・生態系研究の検討範囲について 
（２）環境分野の重点課題と生物・生態系研究の関連性について 
（３）生物多様性研究戦略の考え方について 
（４）今後の進め方について 
（５）その他 
 
第５回会合 
平成１５年１２月９日（火）１５：３０～１７：３０ 中央合同庁舎４号館７４３会議室  
【議事内容】 
（１）とりまとめの骨子案について 
（２）生物多様性研究戦略図について 
（３）環境と生物・生態系の関係について 
（４）生物利用の環境技術研究について 
（５）その他 



 

別紙４ 

生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループ 

報告書の目次案 
 
序 
 
１．はじめに 
○ 調査・検討の背景 
○ 環境分野における生物・生態系 
○ 国内外の研究開発の状況 
○ 調査・検討の目的 
 
２．環境分野における生物・生態系研究開発 
○ 生態系管理 
○ 生物多様性 
○ 生物利用の環境保全等対策技術 
 
３．我が国における研究開発の現状 
○ 生物・生態系関連研究課題表 
○ 取り組みの現状とニーズの分析 
 
４．今後取り組むべき重要課題 
 
５．関連する重要事項 
○ 推進体制 
○ 法的・制度的問題 
○ 国際協力 
○ 産学官連携、地域的連携 
○ 予算、人材等の資源配分 
○ その他 

 



生物多様性研究開発のシナリオ（案） 2003.12.9 別紙５

保全技術・手法研究 e
(e3) 生息地保全技
術の開発

(e4) 自然再生技術の
開発

(e5) 増殖技術・個体
群再生・遺伝的多様
性回復技術の開発

(e2) 絶滅危惧生物を増や
さないような対策ならびに
絶滅危惧種の回復をどう
図るのか

(e7) 現存の保
全技術と規制
の効果に対す
る科学的評価

(e6) 地域に固有の生物
多様性を地域の空間特
性に応じて、いかに保全
するか

(e11) 社会
的，科学的，
経済的イン
センティブ

(b4) 人口，産業構造，食料，エネ
ルギー需要，土地利用等はどの
ように変化してゆくのか
　　　　（社会・経済シナリオ）

(b3)気候変動,化学物質汚染，
廃棄物汚染，侵入種・組換え
体による撹乱，土地改変，水
汚染・水循環変動等　環境は
どのように変化してゆくのか
　　　（環境変化シナリオ）

(b2)生態系の分断，孤
立化，改変等生態系
はどう変化していくの
か

(c2) 人間は生物多様性
減少のリスクにどこまでど
のように適応していくこと
ができるのか

(c3) 農業，産業，安全、文
化等　人間社会にどのよう
な影響を及ぼすのか

(c4) 人間健康への影響はど
のようなものか

(c5) 種の減少は生態系の
財とサービスにどのような影
響を及ぼすのか

(c7) 種多様性と生態
系機能の関係は？

　影響評価研究 c

環境関係の統計データベース
生物多様性情報

環境モニタリングデータベース

生物遺伝資源の収集・保存・提供，
絶滅危惧種の個体，細胞・遺伝子保存
重要生息地の環境試料の収集・保存

生物多様性インベントリー，モニタリング，
環境観測モニタリング（土地形態・利用，水循環，物質循環等）

生物多様性変化予測研究 b

(e1) どのよう
にして生物
多様性を
保全するか

(b1)　ヒトの
活動によっ
て（社会・経
済シナリオ
に応じて）、
生物多様
性はどのよ
うに変化し
てゆくのか

(c1) どのレベルで生物多様性
の減少は人類の存続に危険を
もたらすのか

(e9) 地球の
生物多様性
を構成する
重要要素の
抽出と生息・
生育適地の
評価

　知的基盤の整備 f

(f1) 情報整備及び提供 (f2) 自然資源の保存・整備及び提供 　(f3) 生物多様性の長期変動に関するデータの取得及び提供

(d3) 生物資源の
多様な利用の最
適化

(d1) 生物
多様性の
持続的利
用をどのよ
うに図るの
か

(d4) 予防的アプ
ローチを適用す
るための科学的
基礎の提供

生物多様性基礎研究  a

(a1) 生物多様性はどのように
して地球上の生命を支えてい
るのか

G：生物多様性の保全と持続可能な利
用を実現するためのシナリオをどう描く
か

持続的利用・制度研究

(d2) 生物資源の
整備/品質保
証、アクセス及び
利益の衡平な配
分をどのように
図るのか

 (a6)

 (b5)

 (c8)

 (d5)

 (e12)

 (f4)

(c6) 生物多
様性の価値
は何か(e8) 生息地

保全技術・シ
ステムの開発

 (a4) 地球上にどの
くらいの生物が存在
するのか

  (a3) それぞれの生
物はどのような生活
を営み、どんな関係
でいるのか

(a5) 過去にどのよう
な進化・生態プロセ
スで生物多様性は
形成されたのか

(a2) どのような生物が
集ってどのような構造
と機能をもった生態系
が成立しているのか

(e10)
合意形
成，
国土管理




